
令和 6年 11 月 25 日開催 

■第 5 回 都市と地域コミュニティの持続可能性に関する懇談会 意見交換要旨 

 

【地域の担い手】 

▶働いていて時間に余裕のない方が多い中、自治会などの地域活動に対応できる人材

を確保できるかが課題と考える。 

▶核となるまちづくり協議会の人材が短期的に変わっていく中で、どのように地域活

動の中心となる人材を確保する仕組みを作っていくのか考える必要がある。 

▶若い世代は指示を受けて動くなど受け身の傾向があり、今後、その世代が地域活動の

核になったときに、うまく地域の仕組みを回すことができるのか懸念がある。 

▶地域において挨拶することが地域コミュニティのスタートかもしれない。 

▶企業の事業承継においても承継者の確保は課題となっており、地域においての担い

手確保はより課題感が大きいのではないかと推察する。 

▶一般的には、協働のまちづくりに参加することはハードルが高いと思われがちであ

る。一方で、身近な小さなことで協働のまちづくりにつながっている人は多いのでは

ないか。 

▶地域活動を行っている次世代の方のポジティブな面に焦点を当て、担い手となる人

材を地道にコツコツと増やしていくことが大切である。 

▶子育て中の女性のインフルエンサーがまちづくりに関係するアンケートを行ったと

ころ、300 人の子育て中の女性の回答が集まった。そのような人を巻き込んで、少し

ずつ、まちづくりに関係してくれる人を増やしていくことも重要だと考える。 

▶まちづくりの主体は行政や専門家といったイメージがあり、自身が主体であるとい

うことについて意識が希薄であったと認識した。 

▶自治会加入率が下がる要因は金銭的、年齢的な理由など様々。自治会としていかにま

とめていくのかが課題だと思っている。地域によっては IT などを活用して自治会活

動に役立てたいという若い世代がいる。若者の参画を大切にしたい。 

▶協働のまちづくりの定義についてハードルを上げ過ぎているのではと考える。少し

の参加でも「まちづくり」と言えるよう変えることで、多くの市民が関心を持つよう

になる。 

▶後継者不足が課題だが、例えばまちづくり協議会の会計の部分は嘱託職員、もしくは

定年後の人材を上手く巻き込めば解消できないかと考えている。金融機関の退職者

が会計の補助を行っているという地域がある。 

▶地域活動に地元の企業が関与することが望ましい。例えば、ＤＸなど効率化の面で関

与し、生産性の向上を進めるなど、企業の参画が進むと良い。 

▶地域の担い手不足に関して、状況が急に変わることは難しい。地道に、できることか

らやることがとても大事だと考える。 

▶カジュアルにみんながまちづくりに参加するようなまちになれば良いと考える。ど

ういった形が理想なのかしっかりイメージを持つことは大切である。 

▶地域には多くの中小企業が存在する。そのような地域に根ざした企業がまちづくり

に関わる仕組みができれば良いと考える。 
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【地域コミュニティの組織の在り方】 

▶将来的な理想として、小規模多機能自治の機能を持った組織が地域の財源を一括で

担うとのことだが、会計処理や監査などの膨大な作業量が大きな負担となることが

懸念されるのではないか。 

▶地域をまとめていくには自治会またはまちづくり協議会の活動が大変重要になって

くると考える。 

▶まちづくり協議会も多様な活動を行えば財源が不足してしまう。現状でも自治会か

ら補填している部分があり、事業費の確保が課題である。 

▶子どもの頃からまちづくりに関わる機会があることが重要であり、それを支えるよ

うな地域の仕組みとして小規模多機能自治を推進してはどうか。 

▶地域には様々なNPOなどの団体が存在する。講演資料にも説明があった中間支援組

織がうまく地域と団体をマッチングしていけば、地域コミュニティが強くなっていく

と考える。 

 

【自治会加入、地域活動参画に関する啓発】 

▶自治会の魅力を PRすると資料にあったがどのように行うのかが課題だと感じる。そ

もそも自分たちの世代は自然と加入するものだと考えていた。 

▶自治会に加入するメリットは、地域の情報を得たり、地域の方と話ができる貴重な

機会であり、地域とのつながりを実感できることであると考える。 

▶実際に自治会に入ったら何ができるのか、どのような支え合いを行うのかを知らな

い若者は多い。自治会について積極的に調べる若者は少なく、そのような無関心な層

に対し、どのように関心を持ってもらうかが課題である。 

▶現代の若い世代は、行政やまちづくりといった堅いイメージやテーマに関して、拒絶

したり遠ざけたりする傾向があると感じる。そのため、小さい頃から社会とつなが

りを持つことの重要性やまちづくりの主体が自分たちであることの認識を自然に伝

えていくことが必要だと考える。 

▶地域の情報を得ることや地域に関わること、参加することが地域活動になる。子ども

の頃に自然にまちづくりに関わる機会をより広げるために、行政が予算を充てると

良いのではないか。 

 


